


















The grade and gender differences of Sense of Authenticity of junior high school students.
The purpose of this study is to investigate the relationship among grade and gender 
differences of “sense of authenticity”, “sense of superiority”, and “IIKO tendency”. Junior high 
school students ( N = 676 ) completed a questionnaire.
The results were as follows: The scores on “sense of authenticity”, “sense of superiority” 
and “IIKO tendency”, were significantly different accoding to the students’ grade and students’ 
gender.




















































































































M SD M+SD M-SD
1 自分のやりたいことをやることができる 3.99 0.93 4.92 3.06
2 いつも自分らしくいられる 4.01 1.02 5.02 2.99
3 いつも自分を見失わないでいられる 3.87 1.05 4.92 2.83
4 自分を“これでよし”と感じることがある 3.76 1.06 4.82 2.70
5 これが自分だ、と実感できるものがある 3.84 1.12 4.97 2.72
6 人前でもありのままの自分が出せる 3.67 1.17 4.83 2.50
7 いつでも揺るがない“自分”を持っている 3.64 1.05 4.69 2.59
M SD M+SD M-SD
1  思っていることを口に出せない　　            2．75 1．26 4．01 1．49
2  自分の気持ちをおさえてしまうほうだ　　 2．88 1．27 4．15 1．61
3  自分の意見をとおそうとするほうではない  3．13 1．22 4．36 1．91
4  自分らしさがないような気がする  　 2．45 1．20 3．65 1．25
5  人を批判するのは悪いと感じるほうである　 3．26 1．25 4．51 2．01
6  他の人から気に入られたいと思う  　　　 3．31 1．17 4．48 2．15
7  他の人の顔色や様子が気になるほうである  　　  3．41 1．24 4．65 2．17
8  他の人の期待にこたえるように努力するほうである    3．57 1．14 4．70 2．43
9  自分にとって重要な人には自分のことを分かってほしいと思う 3．79 1．16 4．95 2．64
10 辛い事があっても、がまんする  3．68 1．13 4．82 2．55
M SD M+SD M-SD
1 私は，周りの人達より，優れた才能を持っていると思う 2．63 1．22 3．85 1．41
2 私は，才能に恵まれた人間であると思う 2．44 1．15 3．59 1．29
3 私は，周りの人達より有能な人間であると思う 2．35 1．12 3．47 1．23
4 私は，周りの人に影響を与えることができるような才能を持っている 2．41 1．11 3．52 1．30
5 私は，周りの人が学ぶだけの値打ちのある長所を持っている 2．42 1．11 3．52 1．31
6 私は，どんなことでも上手くこなせる人間だと思う 2．39 1．11 3．50 1．27















































自分の気持ちをおさえてしまうほうだ ．88 ．01 ．62
思っていることを口に出せない ．77 ．04 ．54
自分の意見をとおそうとするほうではない ．68 ．05 ．43
自分らしさがないような気がする ．63 -．11 ．33
第Ⅱ因子：他者迎合  (α＝.77)
他の人の期待にこたえるように努力するほうである -．09 ．83 ．48
自分にとって重要な人には自分のことを分かってほしいと思う -．15 ．76 ．43
他の人から気に入られたいと思う ．00 ．60 ．35
他の人の顔色や様子が気になるほうである ．25 ．55 ．39
辛い事があっても、がまんする ．15 ．41 ．26
因子間相関 Ⅰ ．27
Table 7   性別×学年ごとの本来感尺度の平均値と２要因分散分析
男　子 女　子 二要因分散分析
1年 2年 3年 1年 2年 3年 性別 学年 交互作用
（N=115）（N=109）（N=111）（N=105）（N=119）（N=117） F値 F値 F値
本来感 3.86 4.08 3.71 3.79 3.83 3.68 3.28 5.52** 1.15





















1年 2年 3年 1年 2年 3年 性別 学年 交互作用
(N=115) (N=109) (N=111) (N=105) (N=119) (N=117) F値 F値 F値
優越感 2．59 2．77 2．57 2．44 2．28 2．32 14．97*** 0．43 1．68




1年 2年 3年 1年 2年 3年 性別 学年 交互作用
(N=115) (N=109) (N=111) (N=105) (N=119) (N=117) F値 F値 F値
主張抑制 2．82 2．63 2．64 2．94 2．86 2．92 7．12** 1．02 0．39
(1.07) (1.07) ( .97) (1.00) (1.00) ( .90)
他者迎合 3.49 3.46 3.34 3.66 3.68 3.68 14.34*** 0.35 0.6
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